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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第２区分
【発行日】平成29年3月16日(2017.3.16)

【公開番号】特開2015-152646(P2015-152646A)
【公開日】平成27年8月24日(2015.8.24)
【年通号数】公開・登録公報2015-053
【出願番号】特願2014-23879(P2014-23879)
【国際特許分類】
   Ｇ０９Ｇ   3/36     (2006.01)
   Ｇ０９Ｇ   3/20     (2006.01)
   Ｇ０２Ｆ   1/133    (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０９Ｇ    3/36     　　　　
   Ｇ０９Ｇ    3/20     ６２３Ｂ
   Ｇ０９Ｇ    3/20     ６４１Ｐ
   Ｇ０９Ｇ    3/20     ６４２Ｊ
   Ｇ０９Ｇ    3/20     ６４１Ｑ
   Ｇ０９Ｇ    3/20     ６１２Ｕ
   Ｇ０２Ｆ    1/133    ５７５　
   Ｇ０２Ｆ    1/133    ５１０　

【手続補正書】
【提出日】平成29年2月8日(2017.2.8)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　表示パネルを駆動する表示パネルドライバであって、
　入力画像データに対して補正演算を行うことにより、彩度が強調された出力画像データ
を生成するように構成された補正演算部と、
　前記出力画像データに応答して前記表示パネルを駆動する駆動回路部と、
　始点制御部
とを具備し、
　前記補正演算部は、前記入力画像データのＲデータに対して第１補正演算を行って前記
出力画像データのＲデータを生成し、前記入力画像データのＧデータに対して第２補正演
算を行って前記出力画像データのＧデータを生成し、前記入力画像データのＢデータに対
して第３補正演算を行って前記出力画像データのＢデータを生成し、
　前記始点制御部は、前記第１補正演算の入出力関係に対応する第１入出力カーブの始点
の位置、前記第２補正演算の入出力関係に対応する第２入出力カーブの始点の位置、及び
、前記第３補正演算の入出力関係に対応する第３入出力カーブの始点の位置を制御する
　表示パネルドライバ。
【請求項２】
　請求項１に記載の表示パネルドライバであって、
　前記始点制御部は、ある画素に対応する前記入力画像データの前記補正演算において、
前記画素に対応する前記入力画像データから前記画素の輝度を算出し、前記画素に対応す
る前記入力画像データのＲデータの値と前記画素の輝度との第１差分に応じて前記第１入
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出力カーブの始点の位置を制御し、前記画素に対応する前記入力画像データのＧデータの
値と前記画素の輝度との第２差分に応じて前記第２入出力カーブの始点の位置を制御し、
前記画素に対応する前記入力画像データのＢデータの値と前記画素の輝度との第３差分に
応じて前記第３入出力カーブの始点の位置を制御する
　表示パネルドライバ。
【請求項３】
　請求項１又は２に記載の表示パネルドライバであって、
　前記始点制御部は、あるフレーム期間における前記入力画像データの前記補正演算にお
いて、前記第１入出力カーブ、前記第２入出力カーブ及び前記第３入出力カーブの始点の
位置を、前記フレーム期間に前記表示パネルに表示されるフレーム画像の平均彩度に応じ
て制御する
　表示パネルドライバ。
【請求項４】
　請求項２に記載の表示パネルドライバであって、
　前記始点制御部は、前記画素に対応する前記入力画像データの前記補正演算において、
第１強調係数、第２強調係数及び第３強調係数を、所定の関数ｆ（ｘ）を用いて下記式：
　ＩＮＳＴＲ＝ｆ（ＤＩＮ

Ｒ）
　ＩＮＳＴＧ＝ｆ（ＤＩＮ

Ｇ）
　ＩＮＳＴＢ＝ｆ（ＤＩＮ

Ｂ）
に従って算出し（ただし、ＩＮＳＴＲは前記第１強調係数であり、ＩＮＳＴＧは前記第２
強調係数であり、ＩＮＳＴＢは前記第３強調係数であり、ＤＩＮ

Ｒは、前記画素に対応す
る前記入力画像データのＲデータであり、ＤＩＮ

Ｇは、前記画素に対応する前記入力画像
データのＧデータであり、ＤＩＮ

Ｂは、前記画素に対応する前記入力画像データのＢデー
タである）、
　前記関数ｆ（ｘ）は、ｘがβであるときに最大値をとり、ｘがβよりも小さいときには
ｘに対して単調に増加し、ｘがβよりも大きいときにはｘに対して単調に減少する関数で
あり、
　βは、ＤＩＮ

ＭＡＸ／２、又は、ＤＩＮ
ＭＡＸ／２に最も近い整数として与えられる値

であり（ただし、ＤＩＮ
ＭＡＸは、前記入力画像データのＲデータ、Ｇデータ、Ｂデータ

の上限値）、
　前記始点制御部は、前記第１強調係数、第２強調係数及び第３強調係数のうちの最小値
である最小強調係数を算出し、
　前記始点制御部は、前記第１入出力カーブの始点の位置を前記最小強調係数と前記第１
差分の積に応じて制御し、前記第２入出力カーブの始点の位置を前記最小強調係数と前記
第２差分の積に応じて制御し、前記第３入出力カーブの始点の位置を前記最小強調係数と
前記第３差分の積とに応じて制御する
　表示パネルドライバ。
【請求項５】
　請求項４に記載の表示パネルドライバであって、
　前記始点制御部は、あるフレーム期間における前記画素に対応する前記入力画像データ
の前記補正演算において、前記フレーム期間に前記表示パネルに表示されるフレーム画像
の平均彩度を算出し、前記第１入出力カーブの始点の位置を、前記入力画像データのＲデ
ータ、Ｇデータ、Ｂデータの上限値から前記平均彩度を減じた第４差分と前記最小強調係
数と前記第１差分との積に応じて制御し、前記第２入出力カーブの始点の位置を、前記第
４差分と前記最小強調係数と前記第２差分との積に応じて制御し、前記第３入出力カーブ
の始点の位置を、前記第４差分と前記最小強調係数と前記第３差分との積に応じて制御す
る
　表示パネルドライバ。
【請求項６】
　請求項１に記載の表示パネルドライバであって、
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　前記始点制御部は、前記第１入出力カーブの始点の位置を制御する第１始点制御データ
と、前記第２入出力カーブの始点の位置を制御する第２始点制御データと、前記第３入出
力カーブの始点の位置を制御する第３始点制御データを生成し、
　前記表示パネルドライバは、
　更に、
　あるフレーム期間における前記入力画像データの前記補正演算において、前記フレーム
期間に前記表示パネルに表示されるフレーム画像のＡＰＬを示すＡＰＬデータと前記フレ
ーム画像の輝度の分散を示す分散データとを生成する特徴データ生成部と、
　前記ＡＰＬデータと前記分散データと前記第１始点制御データに応じて前記第１入出力
カーブの形状を制御し、前記ＡＰＬデータと前記分散データと前記第２始点制御データに
応じて前記第２入出力カーブの形状を制御し、前記ＡＰＬデータと前記分散データと前記
第３始点制御データに応じて前記第３入出力カーブの形状を制御する補正制御部
とを備える
　表示パネルドライバ。
【請求項７】
　入力画像データに対して補正演算を行うことにより、彩度が強調された出力画像データ
を生成するように構成された補正演算部と、
　始点制御部
とを備え、
　前記補正演算部は、前記入力画像データのＲデータに対して第１補正演算を行って前記
出力画像データのＲデータを生成し、前記入力画像データのＧデータに対して第２補正演
算を行って前記出力画像データのＧデータを生成し、前記入力画像データのＢデータに対
して第３補正演算を行って前記出力画像データのＢデータを生成し、
　前記始点制御部は、前記第１補正演算の入出力関係に対応する第１入出力カーブの始点
の位置、前記第２補正演算の入出力関係に対応する第２入出力カーブの始点の位置、及び
、前記第３補正演算の入出力関係に対応する第３入出力カーブの始点の位置を制御する
　画像処理装置。
【請求項８】
　請求項７に記載の画像処理装置であって、
　前記始点制御部は、ある画素に対応する前記入力画像データの前記補正演算において、
前記画素に対応する前記入力画像データから前記画素の輝度を算出し、前記画素に対応す
る前記入力画像データのＲデータの値と前記画素の輝度との第１差分に応じて前記第１入
出力カーブの始点の位置を制御し、前記画素に対応する前記入力画像データのＧデータの
値と前記画素の輝度との第２差分に応じて前記第２入出力カーブの始点の位置を制御し、
前記画素に対応する前記入力画像データのＢデータの値と前記画素の輝度との第３差分に
応じて前記第３入出力カーブの始点の位置を制御する
　画像処理装置。
【請求項９】
　表示パネルと、
　前記表示パネルを駆動する表示パネルドライバ
とを具備し、
　前記表示パネルドライバは、
　　入力画像データに対して補正演算を行うことにより、彩度が強調された出力画像デー
タを生成するように構成された補正演算部と、
　　前記出力画像データに応答して前記表示パネルを駆動する駆動回路部と、
　　始点制御部
とを備え、
　前記補正演算部は、前記入力画像データのＲデータに対して第１補正演算を行って前記
出力画像データのＲデータを生成し、前記入力画像データのＧデータに対して第２補正演
算を行って前記出力画像データのＧデータを生成し、前記入力画像データのＢデータに対
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して第３補正演算を行って前記出力画像データのＢデータを生成し、
　前記始点制御部は、前記第１補正演算の入出力関係に対応する第１入出力カーブの始点
の位置、前記第２補正演算の入出力関係に対応する第２入出力カーブの始点の位置、及び
、前記第３補正演算の入出力関係に対応する第３入出力カーブの始点の位置を制御する
　表示装置。
【請求項１０】
　請求項９に記載の表示装置であって、
　前記始点制御部は、ある画素に対応する前記入力画像データの前記補正演算において、
前記画素に対応する前記入力画像データから前記画素の輝度を算出し、前記画素に対応す
る前記入力画像データのＲデータの値と前記画素の輝度との第１差分に応じて前記第１入
出力カーブの始点の位置を制御し、前記画素に対応する前記入力画像データのＧデータの
値と前記画素の輝度との第２差分に応じて前記第２入出力カーブの始点の位置を制御し、
前記画素に対応する前記入力画像データのＢデータの値と前記画素の輝度との第３差分に
応じて前記第３入出力カーブの始点の位置を制御する
　表示装置。
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